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 ひ こ う き

飛行機はどうして
そら

空を
と

飛べるの   

ゆっくり流れて、こいまま  下側の空気 

●
ひ こ う き

飛行機のつばさをもち
あ

上げる
く う き

空気の
ちから

力（
ようりょく

揚力）がはたらくから 

 
とり

鳥が
そら

空を
と

飛べるのは、つばさがあるからですが、
ひ こ う き

飛行機が
そら

空を
と

飛べるのも、つばさがある

からです。
ひ こ う き

飛行機のつばさは、
よこ

横から
み

見ると、かまぼこのように
した

下が
ひら

平たく、
うえ

上が
まる

丸くなっ

ています。このようなつばさに、
まえ

前から
く う き

空気があたると、
く う き

空気は
じょうげ

上下に
わ

分かれて
なが

流れます。

つばさの
したがわ

下側は
ひら

平たいために、
く う き

空気の
なが

流れるきょりは
みじか

短く、
はんたい

反対につばさの
うわがわ

上側は
まる

丸くな

っているために、
く う き

空気の
なが

流れるきょりは
なが

長くなります。ふた
て

手に
わ

分かれた
く う き

空気が、つばさの
お

終わったところでまた
ごうりゅう

合流するためには、つばさの
うわがわ

上側を
なが

流れる
く う き

空気は、つばさの
したがわ

下側を
なが

流

れる
く う き

空気より、
はや

速く
なが

流れなければなりません。 

 そのため、
く う き

空気が
はや

速く
なが

流れるつばさの
うわがわ

上側は、
く う き

空気がゆっくり
なが

流れるつばさの
したがわ

下側より、
く う き

空気がうすくなります。すると、
く う き

空気のうすくなったほうに
む

向かって、
く う き

空気のこい
したがわ

下側から、

つばさをもち
あ

上げようとする
ちから

力がはたらくのです。 

 この
ちから

力を
ようりょく

揚力といいます。この
ようりょく

揚力によって、
ひ こ う き

飛行機は
くうちゅう

空中に
と

飛び
あ

上がったり、
と

飛ん

だりすることができるので
 

す。 

●
はや

速い
く う き

空気の
なが

流れをつばさにあてること 

 
ひ こ う き

飛行機に
ようりょく

揚力がつくためには、
はや

速いスピードで
はし

走って、
はや

速い
く う き

空気の
なが

流れを、つばさにあ

てなければなりません。
ひ こ う き

飛行機が
と

飛び
あ

上がるために、
きょうりょく

強力 なエンジンで、
そ く ど

速度をあげなが

ら
かっそう

滑走するのはそのためなのです。（監修・青木  国夫） 

 

 

 

  速く流れて 
 うすくなる 上側の空気 

 揚力 


